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援につなげていく活動である。その活動の詳細は参考文献（Sueki, 2015; Sueki & Ito, 2015; 末木・伊藤, 
2015a; 2015b; 末木・伊藤, 2016）を参考にされたい。 
検索連動型広告を用いた自殺予防のためのゲートキーパー活動の実践の背景には、自殺関連語の検索者の
自殺のリスクが高いというエビデンスの存在がある。自殺関連語のウェブ検索量と自殺率の間に時系列的・
地理的関連があることが多数の研究によって明らかにされている（Gunn & Lester, 2013; Hagihara, Miyazaki 
& Abe, 2012; Lee, Lee & Choi, 2016; McCarthy, 2010; Yang, Tsai, Huang & Peng, 2011）。また、自殺関
連語の検索行動の有無と自殺関連行動の有無の間に関連があること（Sueki, 2012; Sueki, Yonemoto, 
Takeshima & Inagaki, 2014）、既遂自殺者の一部に死の直前にインターネットを介して自殺方法を調べる者







ンスがある（Isaac et al., 2009; Mann et al., 2005; Zalsman et al., 2016）。第二に、日本で行われた









活動は様々な課題を抱えている（詳細は、末木・伊藤, 2015b; 2016 参照）。最も大きな問題は、夜回り２．













Google Adwords を用いて、Google Japan において自殺関連語の検索がなされた際に、「死にたくなったあ
なたへ」や「死ぬ方法を考えているあなたへ」（副題：死にたいとひとりで苦しんでいるなら、話を聞かせて
ください）などと題するホームページへの広告が表示されるよう設定を行った（図１参照）。広告のタイトル





























オンライン・ゲートキーパー活動は 2016 年 4 月～2017 年 1 月の間に実施された。研究期間における総広
告表示回数は 282,673回、総クリック数は 6,647回（クリック率：2.35％）であった。その間に受信したメ
ール全てにゲートキーパー活動を実施した。総事例数は 83 件であった（相談率：約 1.24%）。これらの内、


























 相談者 77 名のうち、男性は 21名（27.3%）、女性は 54 名（70.3%）、その他 2名（2.6%）であった。年齢は、















分析の結果、現在の自殺計画がないことと相談の成功が統計的に有意に関連していた（OR = 0.28, 95%CI = 





































































れているが(Hegerl, Althaus, Schmidtke & Niklewski, 2006; Knox, Litts, Talcott, Feig & Caine, 2003; 
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